

第1週の報告書について



提出期限：2008年10月3日(金)13時10分
提出先：第2週の実験の際に持参すること
(1) 必ず大学で指定する表紙をつけること．

(2) 表紙のタイトルは「情報メディア実験報告書 実写合成と２Ｄアニメーション 第1週」とすること．

(3) 用紙はきちんとそろえ，左綴じとし，2箇所をホチキス止めすること．
(4) 画像は実験結果を説明するのに必要な画像を本文中の必要な位置に挿入すること．
(5) 白黒印刷すること．カラー印刷しないこと．
(6) 白黒印刷した結果でも，実験内容がわかるように説明すること．
(7) 自分で書いたプログラムを掲載すること．
報告書様式

１．実験概要
1.1　実験の目的
標記についてまとめること．
1.2 実験日および実験場所
実験日：2008年9月26日(金)

実験場所：お茶の水アネックス3階情報メディア学科実験室・同4階メディアスタジオ
1.3 実験環境
· 各自のノートPCの仕様を記す

· 例：IBM ThinkPad X40 (Intel Pentium M, 1000MHz, 248MB RAM)
· Microsoft Windows XP Professional Version 2002 Service Pack 2
· 開発言語：Java
２．クロマキー合成技術の原理
2.1　クロマキー合成技術の原理
標記についてまとめる．ただし，必ず出典を明示すること．
2.2　RGB色空間からHSV色空間への変換原理
標記についてまとめる．ただし，必ず出典を明示すること．
３．実験内容と結果
（１） 課題　：　クロマキー合成プログラムを作成する．
（２） プログラムの概要
作成したプログラム（クラス，メソッド）と予め用意されたプログラム（クラス，メソッド）について，その仕組み，処理の流れについて，説明せよ．
・　ヒストグラムを作成・表示する機能
・　ヒストグラムの閾値処理
・　RGB2HSV変換
・　クロマキー合成機能
（３） 作成プログラムリスト
自分で作成したプログラム（クラス，メソッド）を印刷すること．適度にコメントを挿入すること．
（４） 結果と考察
原画像と処理結果の画像を並べ，比較せよ．
うまく処理できた箇所について述べよ．
うまく処理できなかった箇所が生じた理由を考えよ．
４．感想
実験全体を通して感じたことを記せ．
以上
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